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日
程

主
な
日
程

９月28日　社会保障推進協議会学習会・総会
 （18：30ラボール京都第８）
10月３日　労働法制京都連絡会学習会・総会
 （18：30ラボール京都第８）
10月４日　全厚生支援共闘総会（18：30ラボール京都第１）
10月18日　争議支援宣伝（18：00四条烏丸）
10月19日　戦争法廃止 街頭演説・デモ（18：30京都市役所前）
11月３日　憲法集会（13：00円山音楽堂）

福
祉
の
向
上
に
努
力
す
る
府
政

か
、
国
と
一
体
に
悪
政
を
押
し

付
け
る
府
政
か
、
こ
の
選
択
が

府
民
に
問
わ
れ
て
い
る
。「
い

の
ち
の
署
名
」
で
打
っ
て
出

て
、
府
政
転
換
の
世
論
を
大
き

く
高
め
て
い
く
―
と
い
う
５
点

を
提
案
。
秋
の
取
り
組
み
の
具

体
的
方
針
を
あ
わ
せ
て
提
案
し

ま
し
た
。

安
倍「
働
き
方
改
革
」、「
我

が
こ
と
丸
ご
と
共
生
社
会
」

路
線
に
抗
し
て

　

安
倍「
働
き
方
改
革
」は
、

「
時
間
で
な
く
成
果
で
賃
金

を
測
る
」、
す
き
ま
な
く
働

け
と
い
う
総
動
員
を
求
め
る

　

私
た
ち
は
、
大
幅
賃
上
げ

と
ま
と
も
な
雇
用
、
人
間
ら

し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ

し
て
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
戦
争
す
る
国
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
、
共
謀
罪

反
対
の
た
た
か
い
な
ど
を
す

す
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

共
同
と
信
頼
を
い
っ
そ
う
発

展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
人
間
ら
し
く
働
き
生
き

る
権
利
を
守
る
た
め
に
奮
闘

し
ま
し
ょ
う
。

　

安
倍
改
憲
に
対
し
て
、
一

点
共
同
署
名
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
憲
法
を
守
る
労
働

組
合
運
動
の
真
価
を
発
揮

し
、
組
合
員
の
改
憲
Ｎ
Ｏ
の

運
動
へ
の
総
参
加
、
賛
同
を

よ
び
か
け
る
も
の
で
す
。

「
働
き
方
改
革
」
で
す
。「
働

き
方
改
革
関
連
法
案
」
に
対

し
、「
働
く
者
は
み
ん
な
反

対
」と
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

本
物
の
「
働
き
方
改
革
」
を

求
め
て
た
た
か
い
、
８
時
間

働
け
ば
ま
と
も
な
暮
ら
し
が

で
き
る
賃
金
と
働
き
方
を
求

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

「
我
が
こ
と
丸
ご
と
共
生

社
会
」
路
線
は
、
政
府
が
社

会
保
障
か
ら
手
を
ひ
き
、
医

療
も
介
護
も
国
保
も
、
京
都

府
政
に
計
画
か
ら
管
理
ま
で

押
し
付
け
る
。
そ
し
て
、
国

民
の
自
己
責
任
に
す
る
。
こ

の
仕
組
み
の
ス
タ
ー
ト
が
２

０
１
８
年
春
、
府
知
事
選
と

重
な
り
ま
す
。
府
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。「
い
の
ち
の
署
名
」

の
運
動
へ
総
参
加
を
呼
び
か

け
る
も
の
で
す
。

　

ひ
ど
い
中
央
政
治
の
中
で

苦
し
む
府
民
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
守
り
ぬ
く
府
政
を
め

ざ
し
、
働
く
仲
間
と
地
域
の

声
を
総
結
集
し
て
、
全
力
を

あ
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。組

織
拡
大
３
ヵ
年

計
画
の
ス
タ
ー
ト

　

本
大
会
は
、
仲
間
を
増
や

す「
３
ヵ
年
計
画
」ス
タ
ー
ト

の
大
会
で
す
。
一
人
ひ
と
り

の
権
利
を
行
使
す
る
た
め
に

み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
る
、

こ
の
社
会
で
貴
重
な
存
在
が

労
働
組
合
で
す
。
労
働
組
合

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
…
の
積

極
的
役
割
を
い
ま
こ
そ
果
た

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

憲
法
を
守
り
生
か
す
、
人

間
性
を
回
復
さ
せ
る
社
会
を

拓
く
た
た
か
い
に
全
力
で
奮

闘
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け

て
、
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

と
と
、
全
組
合
員
を
対
象
に
、

拡
大
運
動
の
担
い
手
を
増
や
す

こ
と
。
３
ヵ
年
計
画
の
初
年
度

に
ふ
さ
わ
し
い
、
拡
大
運
動
の

高
揚
を
め
ざ
し
て
全
力
を
上
げ

る
。
⑤
来
年
４
月
に
迫
っ
た
知

事
選
挙
で
、
憲
法
を
守
り
生
か

し
、
労
働
者
・
府
民
の
声
が
生

き
る
府
政
を
実
現
す
る
課
題
。

国
の
悪
政
に
抗
し
て
、
住
民
の

産
・
地
区
労
協
が
３

ヵ
年
計
画
も
し
く
は

中
期
計
画
を
持
つ
こ

５
つ
の
重
点
課
題
を

５
つ
の
重
点
課
題
を

柱
に
奮
闘
し
よ
う

柱
に
奮
闘
し
よ
う

＊

　

重
点
課
題
と
し
て
、
①
安
倍

改
憲
阻
止
の
一
大
運
動
。「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
呼
び
か
け
る

３
０
０
０
万
全
国
統
一
署
名
に

全
力
を
あ
げ
、
戦
争
法
・
共
謀

罪
・
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
、

集
団
的
自
衛
権
容
認
の
閣
議
決

定
の
撤
回
な
ど
従
来
か
ら
の
運

動
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ

す
。
②
暮
ら
せ
る
賃
金
と
均
等

待
遇
、
ま
と
も
な
雇
用
実
現
の

課
題
。
積
極
的
な
賃
上
げ
・
労

働
条
件
の
改
善
、
諸
要
求
の
実

現
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の

好
循
環
の
実
現
を
め
ざ
す
。
③

社
会
保
障
の
課
題
。
権
利
と
し

て
の
社
会
保
障
を
取
り
戻
す
大

運
動
に
取
り
組
む
。
社
会
保
障

改
悪
の
主
戦
場
が
地
方
に
移
り

つ
つ
あ
り
、
京
都
府
を
は
じ
め

と
す
る
地
方
自
治
体
へ
の
要
求

運
動
も
強
め
て
い
く
。
④
組
織

拡
大
・
強
化
の
課
題
。「
組
織

拡
大
・
強
化
３
ヵ
年
計
画
」
の

最
大
の
〝
要
〞
は
、
全
て
の
単

金
・
雇
用
を
掲
げ
て
、
全
て
の

働
く
仲
間
と
そ
の
家
族
、
多
く

の
市
民
と
力
を
あ
わ
せ
て
い
く

こ
と
。
第
２
は
、
安
倍
首
相
の

改
憲
策
動
に
対
し
て
、
闘
い
を

さ
ら
に
広
げ
、
改
憲
を
阻
止
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
市
民
的

な
共
同
を
力
に
、
憲
法
が
生
き

る
職
場
と
社
会
へ
の
展
望
を
切

り
開
く
こ
と
。
第
３
は
、
本
大

会
を
機
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
組

織
拡
大
３
ヵ
年
計
画
に
も
と
づ

い
て
、
組
織
の
純
増
へ
の
取
り

組
み
を
軸
に
、
社
会
的
に
労
働

組
合
の
役
割
を
大
き
く
打
ち
出

し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
労
働
者

の
声
や
怒
り
を
要
求
へ
結
集
し

て
、
労
働
組
合
の
運
動
と
組
織

の
強
化
へ
、
総
力
を
あ
げ
て
い

く
こ
と
―
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
梶
川
議
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
全
労
連
、
全
労
協
、

日
本
共
産
党
、新
社
会
党
、自
由

法
曹
団
か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
を

受
け
ま
し
た
。ま
た
、京
都
弁
護

士
会
・
木
内
哲
郎
会
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
の
提
案
を
行
っ
た

池
田
事
務
局
長
は
、「
５
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
私
た
ち
が
直

面
し
て
い
る
課
題
・
闘
い
の
方

向
を
、
簡
潔
に
ま
と
め
た
、
本

大
会
の
基
調
を
な
す
も
の
」
と

強
調
。
運
動
方
針
の
中
心
点
と

し
て
、
第
１
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
対
抗
し
、
フ
ト
コ
ロ
を
あ

た
た
め
地
域
を
元
気
に
す
る
実

効
性
と
持
続
性
の
あ
る
経
済
を

確
立
す
る
た
め
に
、
要
求
運
動

と
共
同
を
広
げ
る
こ
と
と
、
労

働
組
合
の
存
在
意
義
を
か
け

て
、
人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー
ル

＝
８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
賃

９
月
９
日
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
ホ
ー
ル

許すな改憲!
守って生かそう憲法を!

　

京
都
総
評
は
、
９
月
９
日
に
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
第
84
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
代
議

員
、
特
別
代
議
員（
女
性
部
・
青
年
部
）、
役
員
な
ど
約
１
８
０
人
が
参
加
し
て
活
発
な
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
京
都
労
働
局
長
、
京
都
府
商
工
労
働
観
光
部
長
、
京
都

市
長
、
京
都
弁
護
士
会
会
長
、
自
由
党
、
緑
の
党
な
ど
多
数
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
祝
電
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
①
す
べ
て
の
労
働
者
に
労
働
組
合
を
！
―
―
組
織
拡
大
３
ヵ

年
計
画
の
成
功
を
、
②
京
都
か
ら
な
く
せ
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
！
―
― 

直
接
・
無
期
の
ま

と
も
な
雇
用
と
均
等
待
遇
を
、
③
安
倍
「
働
き
方
改
革
」
反
対
、
人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー

ル
を
今
こ
そ
！
、
④
許
す
な
改
憲
、
安
倍
政
権
打
倒
！　

守
っ
て
生
か
そ
う
憲
法
を
！
、

⑤
フ
ト
コ
ロ
を
あ
た
た
め
て
地
域
を
元
気
に
す
る
新
し
い
京
都
府
政
の
実
現
を
！
、
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
２
０
１
７
年
度
運
動
方
針
を
採
択
し
、
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

自
由
法
曹
団
京
都
支
部

 

中
村　

 

和
雄　弁護

士

京
都
総
評
議
長

梶
川　

憲

人
間
性
を
回
復
さ
せ
る
社
会
を

拓
く
た
た
か
い
に
全
力
を

全
労
連

 

小
田
川 

義
和　議　

長

全
労
協

 

中
岡　

 

基
明　

事
務
局
長

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会

 

こ
く
た 

恵
二　

衆
議
院
議
員

新
社
会
党
京
都
府
本
部

 

池
内 　

光
宏　委員

長

次の方々から大会に来賓ご挨拶をいただきました。
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　

憲
法
守
る
労
働
組
合

運
動
の
真
価
を
発
揮

開会あいさつ開会あいさつ（要旨）（要旨）

８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る

８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る

賃
金
・
雇
用
を
掲
げ
て

賃
金
・
雇
用
を
掲
げ
て

＊

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

す
べ
て
す
べ
て
のの
労
働
者

労
働
者
にに
労
働
組
合

労
働
組
合
をを
！！

組
織
拡
大
３
ヵ
年
計
画

組
織
拡
大
３
ヵ
年
計
画
をを
成
功
さ
せ
よ
う

成
功
さ
せ
よ
う
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要
求
実
現

要
求
実
現
へへ
力
合
わ
せ
て
！

力
合
わ
せ
て
！

勝利解決へ支援を訴える仲間

組
合
の
魅
力
を
知
ら
せ
、仲
間
増
や
し
へ
決
意
新
た
に

　

60
人
の
純
増
を
め
ざ
し
、
全

支
部
で
計
画
書
の
提
出
。
上
鳥

羽
で
２
件
の
労
働
相
談
、
監
督

署
か
ら
の
紹
介
も
。
残
業
代
未

払
い
の
相
談
か
ら
５
人
で
組
合

結
成
。
同
じ
フ
ロ
ア
の
別
会
社

の
労
働
者
３
人
も
組
合
結
成
の

意
思
を
固
め
て
い
る
。
毎
月
４

カ
所
で
の
宣
伝
が
報
わ
れ
た
。

宣
伝
は
、
若
い
人
に
読
ん
で
も

ら
う
工
夫
が
大
切
。

福祉保育労

代議員
大西　　謙

総
が
か
り
で
介
護
・
福
祉

労
働
者
の
組
織
化
を

　

介
護
労
働
者
の
組
織
化
に
向

け
、
関
係
す
る
組
合
の
横
の
連

携
を
は
か
り
、
サ
ー
ビ
ス
協
会

労
組
も
参
加
す
る
ケ
ア
ユ
ニ
オ

ン
準
備
会
を
結
成
。
そ
こ
が
主

催
し
て
学
習
会
を
開
催
し
55
人

が
参
加
。
福
祉
職
場
で
働
く
労

働
者
の
処
遇
改
善
が
不
可
欠
。

全
体
的
な
底
上
げ
が
必
要
で
、

京
都
府
が
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
知
事
選
挙
で
奮
闘
す
る
。

　

プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
の
た
た
か

い
は
、
和
解
し
、
労
使
関
係
も

会
社
に
歩
み
寄
り
が
。
プ
リ
ン

ト
パ
ッ
ク
は
全
国
展
開
し
て
い

る
。
全
印
総
連
は
、
全
国
規
模

の
個
人
加
盟
労
組
結
成
の
準
備

に
入
っ
た
。
零
細
な
事
業
所
に

25
万
人
が
働
く
印
刷
業
界
で

は
、
企
業
単
位
の
取
り
組
み
で

は
限
界
が
あ
り
、
個
人
加
盟
労

組
で
拡
大
し
て
い
く
。亀岡地労協

代議員
小澤　正嗣

楽
し
く
学
び
合
え
る「
わ
く

わ
く
講
座
」の
取
り
組
み

　

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
問
題

は
、
３
月
31
日
に
公
金
支
出
の

違
法
性
を
問
う
裁
判
を
提
訴
し

た
。
組
織
の
拡
大
強
化
で
は
、

〝
わ
く
わ
く
講
座
〞
を
17
人
で

開
講
。
若
い
組
合
員
の
参
加
が

多
く
、
楽
し
く
学
習
。
ど
う
す

れ
ば
職
場
と
社
会
を
よ
く
し
て

い
け
る
の
か
考
え
合
う
場
と
な

っ
て
い
る
。

京都放送労組

常任幹事
藤村　稔治

全
労
働
者
の
賃
上
げ
、構
内
ス

タ
ッ
フ
直
用
化
の
た
た
か
い

　

構
内
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
全
労

働
者
の
賃
上
げ
な
ど
、
26
項
目

の
要
求
を
実
現
。
佐
藤
組
合
員

の
直
用
化
も
解
決
。
５
人
の
無

期
転
換
の
申
入
れ
を
来
年
４
月

行
う
。
４
月
１
日
か
ら
派
遣
社

員
３
人
の
直
用
化
も
実
現
。
構

内
ス
タ
ッ
フ
18
人
を
拡
大
し

た
。
賃
金
闘
争
と
同
様
に
拡
大

を
位
置
づ
け
、
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
。

伏見地区労

代議員
香川　裕一

多
様
な
活
動
を

す
る
地
区
労

　

春
闘
で
の
学
習
会
や
要
求
交

流
集
会
、
メ
ー
デ
ー
前
夜
祭
、

く
ら
し
の
相
談
会
な
ど
多
様
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
伏
見

ユ
ニ
オ
ン
は
現
在
２
１
４
人
、

な
か
な
か
増
え
な
い
の
で
知
恵

出
し
会
議
も
行
っ
て
い
る
。
地

区
労
の
強
化
の
た
め
に
財
政
援

助
や
地
区
労
協
の
代
表
者
会
議

の
開
催
を
。

西右京地区労

代議員
辻川　正雄

職
場
の
実
態
を
語
り
合

う
と
り
く
み
を
大
切
に

　

職
場
実
態
交
流
会
や
ユ
ニ
カ

フ
ェ
で
職
場
の
様
子
を
語
り
合

っ
て
い
る
。
労
働
条
件
の
悪
化

が
進
行
し
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
も

横
行
し
て
い
る
。
そ
れ
に
慣
れ

て
し
ま
う
傾
向
も
あ
る
。
非
正

規
労
働
者
の
た
た
か
い
で
地
域

ユ
ニ
オ
ン
は
新
た
な
段
階
を
迎

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
方

向
性
を
話
し
合
う
会
議
の
開
催

を
。

京都国公

代議員
北久保和夫

社
保
庁
不
当
解
雇
撤
回
の
た

た
か
い
に
大
き
な
支
援
を

　

不
当
解
雇
か
ら
７
年
９
カ

月
、
京
都
事
案
は
15
人
全
員
が

上
告
し
最
高
裁
で
の
た
た
か
い

に
。
上
告
を
受
理
し
公
正
判
決

を
と
最
高
裁
要
請
行
動
を
実
施
。

東
京
事
案
で
は
じ
め
て
１
人
の

処
分
撤
回
の
勝
利
判
決
を
勝
ち

取
っ
た
こ
と
を
力
に
、
全
国
の

仲
間
と
と
も
に
勝
利
に
向
け
て

奮
闘
す
る
。
大
き
な
支
援
を
。

宇城久地区労

代議員
山岡　啓基

南
山
城
労
働
学
校
を
開
校
し

み
ん
な
で
学
習

　

南
山
城
労
働
学
校
を
開
校
。

６
回
の
講
座
を
予
定
、
１
回
目

と
最
終
回
は
公
開
講
座
で
多
く

の
参
加
を
期
待
。
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
は
、
毎
年
、
宇
治
市
に

予
算
を
要
求
し
、
賃
金
が
決
ま

る
。
宇
治
市
の
嘱
託
職
員
の
賃

金
表
が
準
用
さ
れ
て
い
る
が
、

労
働
実
態
が
違
う
た
め
、
独
自

の
賃
金
表
を
要
求
し
て
い
る
。

国大教連

代議員
藤山　優美

賃
金
裁
判
の
報
告
と
非
正
規

職
員
の
契
約
問
題

　

賃
金
裁
判
は
、
最
高
裁
が
国

の
賃
下
げ
は
正
当
と
し
た
地
裁

・
高
裁
判
決
を
支
持
し
た
た
め

終
結
。
高
山
教
授
は
独
自
に
国

賠
訴
訟
を
提
起
。
非
正
規
職
員

は
就
業
規
則
で
５
年
雇
用
を
上

限
。
更
新
は
「
あ
く
ま
で
新
た

な
契
約
」
と
当
局
。
労
契
法
18

条
に
基
づ
く
無
期
転
換
を
め
さ

す
。

建交労

代議員
早田　武彦

ト
ラ
ッ
ク
産
業
の
実
態
と

ト
ラ
ッ
ク
最
賃

　

ネ
ッ
ト
通
販
で
送
料
を
無
料

に
で
き
る
の
は
運
送
料
が
安
い

か
ら
。
経
産
省
は
「
違
法
で
は

な
い
が
、
検
討
し
て
い
る
」
と

言
っ
て
い
る
。
物
流
の
９
割
は

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
。
し
か
し
、
労

働
者
は
低
賃
金
で
長
時
間
労

働
、
若
い
人
が
こ
な
い
実
態
。

全
国
一
律
ト
ラ
ッ
ク
最
賃
１
５

０
０
円
の
実
現
を
め
ざ
す
。

青年部

特別代議員
小畠　敦子

青
年
部
活
動
を
活
発
に

最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
を

　

ク
リ
パ
、
青
年
革
新
懇
の
取

り
組
み
へ
の
参
加
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
な
ど
多
様
で
楽
し
い
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
た
。
最
賃
生

活
体
験
は
16
人
が
参
加
。
普
段

の
生
活
が
最
賃
レ
ベ
ル
に
近
づ

い
て
い
る
の
か
「
最
賃
で
生
活

で
き
て
し
ま
う
の
で
…
…
」
と

の
声
も
。
最
賃
の
大
幅
に
引
き

上
げ
求
め
て
運
動
す
る
。

中京地区労

代議員
北山　善敬

「
い
の
ち
の
署
名
」の
取

り
組
み
を
強
化
し
よ
う

　

「
い
の
ち
の
署
名
」
の
運
動

で
多
く
の
地
域
で
実
行
委
員
会

が
つ
く
ら
れ
、
中
京
で
は
学
区

の
実
行
委
員
会
結
成
も
。
亀
岡

で
は
開
業
医
、
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
へ
署
名
依
頼
の
取
り
組
み
、

中
京
朱
六
学
区
で
全
戸
署
名
行

動
な
ど
の
取
り
組
み
。
20
万
筆

目
標
に
向
け
て
、
地
域
・
団
体

で
取
り
組
み
強
化
を
。舞鶴地労協

代議員
木村　　裕

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し

共
同
ひ
ろ
げ
て

　

福
井
に
は
高
浜
、
大
飯
な
ど

13
基
の
原
発
、
原
発
か
ら
５
キ

ロ
圏
に
舞
鶴
が
。
避
難
計
画
や

訓
練
も
問
題
山
積
。
再
稼
働
を

許
さ
な
い
北
部
の
声
を
集
約
す

る
北
部
原
発
集
会
に
５
５
０
人

が
参
加
。
原
発
ゼ
ロ
へ
の
決
意

固
め
合
う
。
知
事
へ
の
署
名
や

要
請
行
動
も
。
原
発
ゼ
ロ
を
め

ざ
し
市
民
と
共
同
を
ひ
ろ
げ
て

が
ん
ば
る
。

●
文
書
発
言
●

○
医
労
連　

宍
戸
直
樹
代
議
員

　

医
療
・
介
護
の
制
度
改
革
を

め
ぐ
る
動
向
と
「
い
の
ち
の

署
名
」
に
つ
い
て

○
綾
部
地
労
協

 

　

大
島
辰
哉
代
議
員

　

大
会
運
営
に
つ
い
て
の
意
見

　

不
当
解
雇
や
不
当
配
転
、

不
当
労
働
行
為
と
た
た
か
う

仲
間
、
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
、

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
、
労
災
認

定
訴
訟
、
年
金
引
下
げ
違
憲

訴
訟
な
ど
裁
判
の
原
告
と
し

て
た
た
か
う
仲
間
、
京
都
で

多
く
の
争
議
が
た
た
か
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

社
保
庁
の
不
当
解
雇
と
た

た
か
う
全
厚
生
闘
争
団
、
京

都
市
立
病
院
院
内
保
育
所

「
青
い
と
り
保
育
園
」
不
当

訟
、ア
ス
ベ
ス
ト
京
都
訴
訟
、

下
岡
労
災
認
定
裁
判
、
全
国

一
般
京
自
教
労
組
光
悦
分
会

損
害
賠
償
裁
判
の
各
原
告
か

解
雇
事
件
原
告
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

不
当
解
雇
撤
回
争
議
団
の

原
告
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
Ｉ

Ｂ
Ｍ
争
議
団
が
不
当
な
解

雇
を
許
さ
ず
、
必
ず
勝
利

し
た
い
と
決
意
表
明
。

　

裁
判
を
た
た
か
う
年
金

引
下
げ
違
憲
訴
訟
、
国
家

公
務
員
賃
下
げ
違
憲
訴

ら
さ
ら
な
る
支
援
を
と
訴
え
。

　

不
当
労
働
行
為
と
た
た
か

う
全
国
一
般
京
都
生
協
パ
ー

ト
労
組
、
中
労
委
で
勝
利
和

解
し
、
よ
り
よ
い
職
場
へ
と

た
た
か
う
全
印
総
連
プ
リ
ン

ト
パ
ッ
ク
分
会
か
ら
も
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
た
か
う
仲
間
を
励
ま

し
、
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ

て
、
す
べ
て
の
争
議
の
早
期

勝
利
解
決
に
向
け
て
、
決
意

を
固
め
合
い
ま
し
た
。

た
か
う
仲
間
を
励
ま
し
、
た

た
か
い
を
交
流
し
、
争
議
の

勝
利
解
決
に
向
け
て
団
結
を

固
め
合
う
場
で
す
。
ス
テ
ー

ジ
企
画
や
模
擬
店
な
ど
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
各
組

織
か
ら
積
極
的
な
参
加
で
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

６
回
目
と
な
る
「
団
結
・

交
流
ま
つ
り
」
を
11
月
12
日

（
日
）
に
南
区
の
六
孫
王
神

社
で
行
い
ま
す
。
争
議
を
た

京教組

代議員
河口　隆洋

子
ど
も
の
貧
困
解
決
へ

知
事
選
勝
利
を

　

子
ど
も
の
貧
困
率
が
13
・
９

％
。
病
院
に
行
け
な
い
な
ど
深

刻
な
事
態
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
目
を
付
け
た
の
が
自
衛

隊
。
経
済
的
徴
兵
の
動
き
が
強

ま
っ
て
い
る
。
教
育
予
算
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
中
で
ワ
ー
ス
ト
２
位
。

深
刻
に
受
け
止
め
、
実
態
調
査

を
は
じ
め
る
府
県
も
あ
る
が
、

京
都
府
は
や
ろ
う
と
も
し
な

い
。
教
育
署
名
な
ど
を
テ
コ
に

知
事
を
変
え
る
た
め
に
奮
闘
す

る
。

年金者組合

代議員
藤原　克東

６
０
０
０
人
め
ざ
し
て
奮
闘

年
金
裁
判
へ
の
支
援
を

　

仲
間
増
や
し
で
は
６
０
０
０

人
の
組
織
を
め
ざ
し
、
年
４
０

０
人
の
純
増
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
組
合
員
の
60
％
が
女
性
、

仲
間
増
や
し
で
大
い
に
奮
闘
。

年
金
裁
判
は
毎
回
、
傍
聴
席
を

い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
る
。
年
金

問
題
は
若
い
人
の
将
来
に
関
わ

る
問
題
。
ぜ
ひ
支
援
を
。
敬
老

乗
車
証
の
存
続
を
求
め
る
取
り

組
み
も
強
め
て
い
く
。京都新聞労組

代議員
竹下　大輔

マ
ス
コ
ミ
労
働
者
と

残
業
規
制
に
つ
い
て

　

月
45
時
間
と
い
う
残
業
規
制

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
議
論

が
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
労
働
者
の

現
状
に
と
っ
て
は
現
実
的
で
な

い
と
の
意
見
も
。
ま
た
、
45
時

間
で
法
制
化
さ
れ
る
と
、
そ
れ

を
超
え
る
分
が
サ
ー
ビ
ス
残
業

と
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念

も
。
よ
く
議
論
を
し
て
い
き
た

い
。

全国一般

代議員
竹下　敦子

労
契
法
18
条
を
活
用
し

無
期
転
換
へ

　

京
都
生
協
パ
ー
ト
労
組
は
、

最
賃
の
引
き
上
げ
が
連
続
す
る

中
、
17
春
闘
で
基
礎
時
給
を
最

賃
以
上
に
す
る
こ
と
を
求
め
、

労
使
合
意
を
勝
ち
取
っ
た
。
パ

ー
ト
は
１
年
ご
と
の
契
約
。
現

在
の
人
手
不
足
も
テ
コ
に
、
労

契
法
18
条
を
活
用
し
た
無
期
転

換
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
。

綾部地労協

代議員
大島　辰哉

綾
部
の
地
か
ら

「
戦
争
Ｎ
Ｏ
」の
声
を

　

共
謀
罪
学
習
会
、
平
和
の
た

め
の
綾
部
戦
争
展
な
ど
、
平
和

と
民
主
主
義
の
取
り
組
み
を
す

す
め
、
綾
部
の
地
か
ら
戦
争
Ｎ

Ｏ
の
声
を
発
信
し
て
い
く
。
市

民
に
見
え
る
活
動
で
は
「
な
ん

で
も
相
談
会
」
に
取
り
組
み
、

９
件
の
相
談
が
。
市
民
か
ら
身

近
で
役
立
つ
存
在
と
な
る
よ
う

が
ん
ば
る
。
婚
活
に
も
取
り
組

み
た
い
。

綴喜地労協

代議員
谷田　健治

地
域
で
頼
り
に
な
る

ユ
ニ
オ
ン
め
ざ
し
て

　

綴
喜
ユ
ニ
オ
ン
は
、
多
く
の

相
談
を
受
け
、
問
題
を
解
決

し
、
地
域
で
頼
り
に
な
る
存
在

と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
今
回
、

新
た
に
八
幡
市
ユ
ニ
オ
ン
を
結

成
し
た
。
広
く
存
在
を
知
ら

せ
、
事
件
を
解
決
す
る
と
と
も

に
、「
な
ん
で
も
相
談
会
」
な

ど
に
取
り
組
み
、
頼
り
に
な
る

ユ
ニ
オ
ン
を
め
ざ
す
。

目
標
で
取
り
組
み
を
開
始
。
全

組
合
員
の
力
で
目
標
を
達
成
し

よ
う
と
呼
び
か
け
。
そ
の
力
で

安
倍
内
閣
に
退
陣
を
迫
り
、
賃

金
条
項
の
あ
る
公
契
約
条
例
を

知
事
選
勝
利
で
実
現
す
る
た
め

奮
闘
す
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

は
２
月
に
結
審
。
公
正
署
名
の

協
力
を
。
救
済
法
の
立
法
化
に

向
け
国
会
議
員
要
請
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

医労連

代議員
八木　法子

健
康
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
医
療
現
場
の
実
態

　

看
護
現
場
で
は
、
長
時
間
２

交
代
夜
勤
が
増
え
て
お
り
、
医

療
労
働
者
の
健
康
問
題
が
深
刻

に
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
残

業
も
増
え
て
お
り
、
医
療
行
為

の
看
護
師
な
ど
へ
の
移
譲
が
す

す
ん
で
い
る
。
医
師
・
看
護
師

・
介
護
士
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
を
確
保
し
、
人
員
を
増
や

す
た
め
に
が
ん
ば
る
。福知山地労協

代議員
浅田　　博

米
軍
射
撃
訓
練

許
す
な

　

京
丹
後
の
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ

ー
基
地
問
題
で
人
権
教
育
研
究

会
が
現
地
調
査
。
現
地
に
行
っ

て
実
感
を
持
っ
て
と
ら
え
ら
れ

た
。
そ
の
中
で
「
米
軍
は
癌
細

胞
の
よ
う
な
も
の
」
と
の
指
摘

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
福
知

山
で
米
軍
の
射
撃
訓
練
が
行
わ

れ
て
お
り
、
ま
わ
り
に
は
学
校

も
あ
る
。
た
た
か
い
を
強
め

る
。

は
来
年
３
月
に
判
決
、
大
飯
原

発
差
止
訴
訟
も
継
続
中
、
支
援

を
強
め
よ
う
。
名
古
屋
高
裁
金

沢
支
部
の
原
発
差
止
控
訴
審
は

11
月
20
日
に
結
審
を
さ
せ
な
い

取
り
組
み
が
重
要
。
若
狭
か
ら

見
れ
ば
、
京
都
は
福
井
よ
り
近

い
。
原
発
ゼ
ロ
・
脱
原
発
を
め

ざ
し
て
運
動
を
強
め
よ
う
。

女性部

特別代議員
森　智重美

女
性
部
の
活
動
に

つ
い
て

　

女
性
部
も
事
務
局
と
な
り
、

２
月
に
第
56
回
は
た
ら
く
女
性

京
都
集
会
を
開
催
。
毎
年
、
行

政
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
。
今

年
は
労
働
局
、
京
都
府
、
府
教

委
へ
要
請
。
高
校
生
が
労
働
の

基
礎
知
識
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
岩
手
で

行
わ
れ
た
日
本
母
親
大
会
は
と

て
も
感
動
的
な
大
会
と
な
っ

た
。

京建労

代議員
平山　幸雄

組
合
員
に
依
拠
し
た
組
織
拡
大
運
動
を

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
勝
利
へ
奮
闘

　

秋
の
拡
大
月
間
を
７
９
３
人

JMITU通信本部（通信労組）

代議員
高橋　幸雄

Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
場
の
現
状
と

非
正
規
労
働
者

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
、
２
０
１

３
年
10
月
に
非
正
規
の
雇
用
期

間
を
３
年
に
す
る
と
通
告
。
更

新
の
た
め
に
は
選
考
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
、
リ
ス
ト
ラ
と

一
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
50

歳
退
職
後
の
再
雇
用
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ

を
選
択
す
る
と
、
年
金
支
給
に

至
ら
な
い
、
60
歳
で
定
年
と
な

る
。
裁
判
闘
争
も
検
討
し
て
い

る
。

農協労連

代議員
伊東　　敢

農
協
職
場
の

改
善
を
求
め
て

　

正
職
員
が
減
少
し
、
パ
ー
ト

・
非
正
規
が
増
え
て
い
る
。
新

卒
を
採
用
し
て
も
賃
金
が
低

く
、
ノ
ル
マ
が
厳
し
い
た
め
若

い
世
代
の
退
職
が
止
ま
ら
な

い
。
若
い
人
が
組
合
を
頼
っ
て

こ
な
い
、
学
習
会
に
誘
っ
て
も

「
組
合
費
を
払
う
メ
リ
ッ
ト
は

何
で
す
か
」
と
聞
か
れ
る
状
況

を
変
え
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

い
る
。

東山地区労

代議員
川勝　顕一

地
区
労
協
の
強
化
の
た
め
に
、

総
評
の
支
援
を

　

地
区
労
協
強
化
の
方
針
は
わ

か
る
し
、
地
区
労
協
へ
の
期
待

も
わ
か
る
。
し
か
し
、
東
山
で

何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
し
ま

う
。
京
建
労
の
東
山
支
部
が
な

く
な
る
と
、
途
端
に
、
事
務
所

問
題
で
困
難
に
直
面
す
る
。
地

区
労
協
強
化
の
た
め
に
総
評
の

支
援
を
ぜ
ひ
。

自治労連

代議員
竹村　義明

憲
法
と
と
も
に
歩
む
府
職
労
連

憲
法
を
力
に
た
た
か
い
を

　

ポ
ケ
ッ
ト
憲
法
を
復
刊
し
て

２
年
、
あ
ち
こ
ち
で
使
わ
れ
て

い
る
。
憲
法
が
府
民
の
中
に
生

き
続
け
て
お
り
、
そ
れ
を
力
に

安
倍
改
憲
と
た
た
か
う
。
京
都

府
の
奨
学
金
返
済
援
助
の
制
度

は
府
民
の
声
が
府
政
を
動
か
し

た
成
果
。
知
事
選
で
も
奮
闘
し

た
い
。
20
時
以
降
の
残
業
禁
止

通
達
が
出
さ
れ
た
が
増
員
は
な

く
、
早
朝
、
持
ち
帰
り
な
ど
サ

ー
ビ
ス
残
業
が
増
加
。
人
事
委

員
会
に
踏
み
込
ん
だ
勧
告
を
さ

せ
る
た
め
に
取
り
組
み
を
強
め

る
。

出版労連

代議員
吉田　明生

原
発
裁
判
へ
支
援
を

強
め
よ
う

　

京
都
地
裁
の
原
発
賠
償
訴
訟

す
べ
て
の
争
議
の
早
期
勝
利
解
決
へ

力
合
わ
せ
て

第
６
回
団
結
・
交
流

ま
つ
り
を
開
催

1111
月月
1212
日（
日
）に

日（
日
）に

特別決議特別決議

許すな！「残業代ゼロ」「過労死ライン合法化」
「８時間働けばふつうに暮らせる」賃金とワークルールを今こそ！
　安倍政権は、秋の臨時国会に「残業代ゼロ」法案（高度プロフェッショナ
ル制度導入、裁量労働制の対象拡大）と残業の上限規制法案を一本化し、「働
き方改革」の理念や方針を示す基本法などを加えた「働き方改革」関連法案
を提出し、早期成立をはかろうとしています。
　「残業代ゼロ」法案は、現行の労働時間規制を根底から破壊し、労働時間
規制の対象からはずして「定額・働かせ放題」となる労働者をつくるもので
す。
　残業の上限規制法案は、月100時間、２～６カ月の平均月80時間という過
労死ラインまで残業を容認・合法化するもので、過労死を蔓延させかねず、
長時間労働規制とは名ばかりのものです。
さらに、「働き方改革」と称して、解雇の金銭解決制度導入、非雇用型テレ
ワークの拡大や限定正社員の拡大など安定雇用を破壊し、非正規化・雇用の

流動化を促進させようとしています。「同一労働同一賃金」もまた、これら
と一体に賃金水準を低くそろえようとするものに他なりません。
　加藤厚生労働大臣が就任会見で「時間ではなく、成果で働く制度づくりを
おこなう」と述べたように、まさに財界の意を受けた、雇用の在り方そのも
のの変質を狙っています。
　私たちは、働くルールを根本から破壊する「安倍働き方改革」に対して、
「８時間働けば、ふつうに暮らせる」賃金とワークルール、人間らしく働く
ルールの確立をめざして、以下のたたかいをすすめるものです。
一、「残業代ゼロ」「過労死ライン合法化」の労基法改悪など「働き方改革」
関連法案の阻止にむけて、全力をあげましょう。

一、危険な「安倍働き方改革」のねらいを知って知らせる大運動を展開しま
しょう。

一、劣悪な労働実態を社会的に明らかにし、安倍政権を要求で包囲し、「安
倍働き方改革」の本質を明らかにするたたかいに、総決起しましょう。

　以上決議する。
　　　　　　　　　　　　　　2017年９月９日
 京都地方労働組合総評議会　第84回定期大会

大会宣言大会宣言
　京都総評第84回定期大会は、憲法９条の改悪・戦争する国づくり、働くル
ール破壊の暴走を加速させ、政治を私物化する安倍政権と、それに対抗する
労働者・国民と共同する４野党の攻勢で、安倍内閣の支持率を急落させた中
で開かれました。
　大会の討論では、安倍政権が、国会では多数派であっても、地域では少数
派であることの確信が広がり、賃上げとまともな雇用を求めて職場と地域で
たたかうことの重要性が強調されました。また、組織拡大の取り組みから、
今こそ労働組合が出番であり、その役割が社会的に求められていることが明
らかになりました。
　安倍政権は、「戦争する国づくり」の最大の障壁である憲法９条の改悪に
向け、９月末からの臨時国会に、自民党の改憲草案を提出しようとしていま
す。しかし、世論調査では、５割を超える人が、安倍政権の下での改憲に反
対しており、国民世論との矛盾が広がっています。
　安倍首相自身が〝アベノミクス〟を口にしなくなったことに象徴されるよ
うに、経済でも安倍政権の行き詰まりは深刻です。ＧＤＰがどうであろう
と、閣僚自身が「消費はまだ力強さに欠ける」と認めざるを得ないほどに、
経済の継続的な成長は見込めなくなっています。
　京都総評は、人間らしく働き・暮らす社会をめざして、17秋季年末闘争と
18春闘で、大幅賃上げとまともな雇用で、働く者のフトコロをあたためて、
暮らしも地域も元気にしていくことを求めるとともに、安倍政権の「働くル

ール」つぶしを許さない、対話と共同を広げることを呼びかけます。
　安倍政権の下での憲法９条改悪を阻止するために、共同の輪をさらに広
げ、「安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクション」が呼びかける全国統一署名
に総力をあげましょう。
　世論と安倍政権の暴走がかつてなく矛盾を深めたいまこそ、労働組合が総
決起して、解散・総選挙を求める大運動をすすめるときです。
　臨時国会を「憲法９条改悪反対・戦争法廃止」「働くルールを守れ」「まと
もな雇用と賃金を」の声で包囲し、「働き方改革」関連法案の阻止など、労
働者・国民の要求実現に全力をあげましょう。今こそ、生活できる賃金と均
等待遇、まともな雇用など、すべての労働者の要求実現をかならずかちとり
ましょう。
　「ひとりの労働者も路頭に迷わせない」「いのちと健康の不安なく働き続
ける」ために、争議の勝利・解決へ力を合わせましょう。
　すべての労働者に労働組合を知らせ、組織拡大・強化３ヵ年計画の初年度
にふさわしく、組織の強化と拡大に、総力をあげましょう。
　そして、半年後の京都府知事選挙をめざし、憲法を守って生かす政治を求
め、「みんなのいのちを守る署名」を手に、労働者・府民のいのちと暮らし
を守る要求を掲げて、総決起することを心から呼びかけるものです。
　以上、宣言します。
　　　　　　　　　　　　　　2017年９月９日
 京都地方労働組合総評議会　第84回定期大会

議　　　長　梶川　　憲　京教組
副　議　長　奥井　正美　福知山
　　〃　　　鎌野　敏徳　全国一般
　　〃　　　河口　隆洋　京教組 （新）
　　〃　　　福島　　功　自治労連 （新）
　　〃　　　松本　隆浩　京都医労連
　　〃　　　山本善五郎　JMITU
　　〃　　　吉岡　　勝　福祉保育労
事 務 局 長　池田　和弘　京建労
事務局次長　西山　英利　自治労連
　　〃　　　山縣　哲也　全国一般
常 任 幹 事　石川恵美子　女性部
　　〃　　　井上　治夫　乙訓
　　〃　　　川口　孝男　建交労
　　〃　　　小林　竜雄　自治労連
　　〃　　　酒井　仁巳　京建労
　　〃　　　坂田　政春　京都医労連
　　〃　　　佐々江洋志　私教連
　　〃　　　澤井　憲子　福祉保育労
　　〃　　　杉江　雅之　国労京滋 （新）
　　〃　　　西田九二男　合同繊維
　　〃　　　西原　圭介　化学一般
　　〃　　　濱見　秀行　農協労連
　　〃　　　藤村　稔治　京都放送労組
　　〃　　　藤原　克東　年金者組合（新）
　　〃　　　藤原　敏秀　自立労連
　　〃　　　森　　吉治　自治労連
　　〃　　　矢野　芳彦　京都国公
　　〃　　　山中　康司　JMITU
　　〃　　　四ヶ谷ひろ子　伏見
会 計 監 査　上田　秀世　郵政ユニオン（新）
　　〃　　　川上　裕光　左京
　　〃　　　向井　牧子　全印総連 （新）
特別常任幹事　岩橋　祐治　全労連副議長

○退任された方々
副　議　長　池田　　豊　自治労連
　　〃　　　佐古田　博　京教組
常 任 幹 事　山本　和夫　年金者組合
会 計 監 査　石田　茂光　国大教連
　　〃　　　志水あゆみ　全印総連

　

大
会
の
討
論
で
は
、
29
人
が
発
言
。
活
動
の
経
験
や
教

訓
、
組
織
拡
大
へ
の
決
意
、
方
針
を
深
め
る
意
見
や
総
評

へ
の
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
人
の
代
議

員
か
ら
文
書
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ＪＭＩＴＵ

代議員
細見　節雄

毎
月
宣
伝
を
実
施

組
織
拡
大
に
全
力

全印総連

代議員
井上　俊幸

個
人
加
盟
労
組
を

軸
に
組
織
拡
大
を

府民のいのちが守られる府政へ
「いのちの署名」に全力を!

争
議
団
・
争
議
組
合
の
訴
え

争
議
団
・
争
議
組
合
の
訴
え

京都総評　新役員京都総評　新役員
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in
京都

●と　き　11月３日（金・祝）13時開会
●ところ　円山野外音楽堂

生かそう憲法
 守ろう９条 11・３憲法集会 in

京都

●と　き　11月３日（金・祝）13時開会
●ところ　円山野外音楽堂

生かそう憲法
 守ろう９条

安倍９条改憲安倍９条改憲ＮＯ！ＮＯ！

「
８
時
間
働
け
ば
普
通
に
暮
ら
せ
る
」

「
８
時
間
働
け
ば
普
通
に
暮
ら
せ
る
」

賃
金
と
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を

賃
金
と
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を

８
５
６
円
に
引
き
上
げ

京
都
府
の
最
低
賃
金（
10
月
１
日
か
ら
）

要
請
を
行
い
、
署
名
を
提
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
宣
伝
行
動
や

祇
園
祭
で
の
「
最
賃
う
ち
わ
宣

伝
」
な
ど
最
低
賃
金
引
き
上
げ

を
求
め
て
運
動
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ

　

「
最
賃
を
今
す
ぐ
１
０
０
０

円
に
」
と
署
名
運
動
に
取
り
組

み
、
７
月
25
日
に
最
賃
引
き
上

げ
を
求
め
る
昼
デ
モ
と
労
働
局

　

京
都
総
評
は
10
万
筆
を
目
標

に
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

毎
月
９
日
と
29
日
を
「
安
倍
改

憲
許
さ
ん
デ
ー
」
と
し
て
宣
伝

・
署
名
行
動
を
集
中
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
各
組
織
・
職
場
・

地
域
で
「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
」
の

声
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
、
３
０
０

０
万
署
名
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

　

安
倍
内
閣
に
よ
る
憲
法
改
悪

を
断
じ
て
許
さ
な
い
世
論
と
運

動
を
強
め
、
憲
法
を
守
り
生
か

す
共
同
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

め
る
改
憲
に
ノ
ー
と
言
い
、
そ

れ
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
広
く
運
動
へ
の
参
加
が

よ
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
名
付
け
、
取

り
組
み
の
中
心
と
し
て
一
大
署

名
運
動
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま

た

全
国
３
０
０
０
万
署
名

全
国
３
０
０
０
万
署
名

全
組
合
員
の
取
り
組
み
に

全
組
合
員
の
取
り
組
み
に

　

９
月
８
日
、「
安
倍
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
全
国
統
一
署
名
」
ス
タ

ー
ト
集
会
が
行
わ
れ
、
３
０
０

０
万
筆
を
目
標
に
し
た
署
名
運

動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
署
名
は
、「
戦
争
だ
け

は
イ
ヤ
だ
」「
安
倍
改
憲
な
ん

て
コ
ワ
イ
」
と
い
う
思
い
を
集

め
て
改
憲
を
発
議
で
き
な
い
情

勢
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

せ
る
、
非
雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
「
多
様
な
就
業
形
態
の
普

及
」を
は
か
る
と
し
て「
労
働
契

約
」
で
な
く
「
委
託
契
約
」
な

ど
の
労
働
法
が
適
用
さ
れ
な
い

労
働
者
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
、

雇
用
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
壊

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
安
倍
働
き
方
改
革
」
を
許

さ
ず
、「
８
時
間
働
け
ば
普
通

に
く
ら
せ
る
賃
金
と
ワ
ー
ク
ル

ー
ル
」「
人
間
ら
し
く
働
く
ル

ー
ル
」
の
確
立
を
め
ざ
し
て
運

動
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

れ
、
企
業
の
都
合
で
い
つ
ま
で

も
働
か
せ
ら
れ
、
過
労
死
が
蔓

延
す
る
社
会
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

「
残
業
代
ゼ
ロ
」「
過
労
死

ラ
イ
ン
合
法
化
」
許
す
な
の
声

を
大
き
く
ひ
ろ
げ
、
成
立
を
阻

止
す
る
取
り
組
み
を
強
め
ま
し

ょ
う
。

非
正
規
化
と
雇
用
の
流
動
化
を

非
正
規
化
と
雇
用
の
流
動
化
を

促
進
さ
せ
る「
安
倍
働
き
方
改
革
」

促
進
さ
せ
る「
安
倍
働
き
方
改
革
」

　

「
安
倍
働
き
方
改
革
」
は
、

労
働
時
間
規
制
を
壊
す
だ
け
で

な
く
、
雇
用
の
あ
り
方
そ
の
も

の
を
壊
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

解
雇
を
し
や
す
く
し
て
雇
用

を
流
動
化
さ
せ
る
「
解
雇
の
金

銭
解
決
制
度
」
の
創
設
、
限
定

正
社
員
の
拡
大
な
ど
で
安
定
雇

用
を
壊
し
非
正
規
化
を
促
進
さ

受
け
な
い
「
定
額
・
働
か
せ
放

題
」
の
労
働
者
を
つ
く
る
「
残

業
代
ゼ
ロ
」
法
案
。

　

「
長
時
間
労
働
の
是
正
を
」

と
い
う
労
働
者
の
願
い
を
逆
手

に
取
り
、
残
業
時
間
の
上
限
規

制
と
い
い
な
が
ら
月
１
０
０
時

間
、
２
〜
６
カ
月
平
均
月
80
時

間
と
い
う
過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で

残
業
を
容
認
・
合
法
化
す
る

「
残
業
の
上
限
規
制
」
法
案
。

　

こ
れ
ら
が
通
れ
ば
、
労
働
時

間
規
制
が
根
本
か
ら
破
壊
さ

　

高
度
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

の
創
設
や
裁
量
労

働
制
の
対
象
拡
大

で
、
１
日
８
時
間

・
週
40
時
間
と
い

う
現
行
の
労
働
時

間
規
制
の
適
用
を

　

安
倍
内
閣
は
、
働
き
方
改
革

関
連
法
案
の
早
期
成
立
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
案
は
、

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
法
案
と
「
残

業
の
上
限
規
制
」
法
案
を
一
本

化
し
、
さ
ら
に
働
き
方
改
革
の

理
念
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
基

本
法
」
な
ど
も
含
め
た
も
の
で

す
。

　

５
月
３
日
、
安
倍
首
相
は

「
９
条
に
自
衛
隊
を
明
文
で
書

き
込
む
」「
２
０
２
０
年
を
新

し
い
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
年
に

し
た
い
」
と
提
起
し
、
２
０
１

８
年
通
常
国
会
で
憲
法
改
正
の

発
議
を
行
い
、
国
民
投
票
す
る

こ
と
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
秋
の
臨
時
国

会
に
改
憲
の
自
民
党
案
を
提
出

し
よ
う
と
着
々
と
準
備
し
て
い

ま
す
。
憲
法
９
条
は
、
戦
後
最

大
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、

有
馬
頼
底
さ
ん
、
瀬
戸
内
寂
聴

さ
ん
、
浜
矩
子
さ
ん
な
ど
、
京

都
ゆ
か
り
の
人
を
は
じ
め
19
人

が
発
起
人
と
な
り
「
安
倍
の
進

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
を

め
ざ
す
た
た
い
か
を
す
す
め
ま

す
。

利
！
労
働
者
決
起
集
会
」
を
行

い
、
官
民
一
体
で
公
務
員
賃
金

闘
争
、
年
末
一
時
金
闘
争
な
ど

京
都
府
人
事
委
員
会
と
京
都
市

人
事
委
員
会
に
対
し
て
、
①
す

べ
て
の
職
員
・
教
職
員
に
対

し
、
人
事
院
勧
告
を
上
回
る
と

と
も
に
、
月
例
給
・
一
時
金
を

は
じ
め
と
し
た
給
与
改
善
を
お

こ
な
う
こ
と
。
②
府
内
（
京
都

市
内
）
の
労
働
者
の
賃
金
底
上

げ
に
資
す
る
立
場
か
ら
、
独
自

性
を
も
っ
て
、
勧
告
の
作
業
に

あ
た
る
こ
と
―
な
ど
の
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

　

公
務
員
の
賃
金
改
善
は
、
翌

年
の
春
闘
に
影
響
し
、「
賃
上

げ
の
好
循
環
」
を
つ
く
る
た
め

に
も
官
民
一
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

民
間
の
年
末
一
時
金
闘
争
も

重
要
で
す
。
す
べ
て
の
職
場
で

要
求
を
か
か
げ
、
一
時
金
要
求

の
実
現
へ
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

　

京
都
総
評
は
、
11
月
８
日

（
水
）
に
「
秋
季
年
末
闘
争
勝

め
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
重

要
で
す
。

　

京
都
総
評
は
こ
れ
ま
で
か

ら
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
と
と

も
に
中
小
企
業
支
援
策
の
抜
本

改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
中
小
企
業
支
援
策
の
抜
本

改
善
を
求
め
て
と
り
く
み
を
強

め
ま
し
ょ
う
。

官
民
一
体
の
公
務
員
賃

官
民
一
体
の
公
務
員
賃

金
闘
争
、年
末
一
時
金

金
闘
争
、年
末
一
時
金

闘
争
を
す
す
め
よ
う

闘
争
を
す
す
め
よ
う

　

人
事
院
は
８
月
８
日
、
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
な
ど
に
関

し
て
、
官
民
較
差
が
月
例
給
で

平
均
０
・
15
％
・
６
３
１
円
、

一
時
金
で
０
・
１
月
あ
る
と

し
、
改
善
を
勧
告
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
官
民
較
差
の
全
て
を

給
与
表
で
改
定
す
る
こ
と
な

く
、
引
き
上
げ
原
資
の
一
部
を

昨
年
に
続
き
「
本
府
省
業
務
調

整
手
当
」
の
前
倒
し
引
き
上
げ

で
解
消
す
る
と
い
う
、
３
年
続

き
で
中
央
省
庁
優
遇
の
勧
告
を

行
い
ま
し
た
。
し
か
も
、「
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
よ

る
現
給
保
障
が
廃
止
さ
れ
、
多

数
の
職
員
が
賃
下
げ
と
な
り
、

国
民
が
望
む
〝
賃
上
げ
と
景
気

回
復
の
好
循
環
〞
に
反
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
総
評
は
、
民
間
労
組
の

代
表
を
中
心
に
、
８
月
31
日
に

は
、
昨
年
を
上
回
る
時
間
額
25

円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た

が
、
最
低
限
度
の
生
活
が
で
き

る
賃
金
と
は
な
ら
ず
、
き
わ
め

て
不
十
分
な
も
の
で
す
。
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
の
解
消
、
地
域
経

済
の
再
生
の
た
め
に
は
、
最
低

賃
金
１
５
０
０
円
に
す
る
こ

と
、
少
な
く
と
も
早
期
に
１
０

０
０
円
に
す
べ
き
で
す
。

　

今
回
の
改
定
に
よ
っ
て
影
響

を
受
け
る
（
実
際
の
賃
上
げ
に

つ
な
が
る
）
労
働
者
が
約
14
％

に
上
り
ま
す
。
最
低
賃
金
改
定

を
広
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、

労
働
組
合
を
知
ら
せ
、
組
合
に

組
織
し
て
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
へ
の
運
動
を
強
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
直
接
的
・
総
合
的

者
へ
の
直
接
的
・
総
合
的

な
抜
本
的
支
援
策
を

な
抜
本
的
支
援
策
を

　

今
回
の
京
都
府
最
低
賃
金
審

議
会
の
答
申
で
、「
現
行
の
中

小
企
業
へ
の
支
援
策
は
『
総
合

的
で
抜
本
的
な
支
援
』
と
い
う

に
は
き
わ
め
て
不
十
分
」
と
指

摘
し
、「
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
健
全
な
発
展
に
資
す

る
と
と
も
に
、
賃
金
引
上
げ
が

で
き
る
環
境
整
備
を
図
る
こ
と

が
可
能
な
、
真
に
『
直
接
的
か

つ
総
合
的
な
抜
本
的
支
援
策
』

を
至
急
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求

許
す
な
！

街頭で署名を訴える自治労連の仲間

最
賃
引
き
上
げ
求
め
、
デ
モ
で
訴
え

　

京
都
府
の
最
低
賃
金
が
、
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
で
25

円
引
き
上
げ
ら
れ
、
８
５
６
円
に
な
り
ま
す
。

　

最
低
賃
金
を
ま
と
も
に
暮
ら
せ
る
１
５
０
０
円
を
め
ざ

し
、
今
す
ぐ
１
０
０
０
円
に
と
求
め
て
き
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
大
変
不
十
分
な
も
の
で
す
。

　

引
き
続
き
時
間
額
１
０
０
０
円
の
早
期
実
現
を
め
ざ
し

て
、
取
り
組
み
を
強
め
ま
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
公
務
員
賃
金
闘
争
、
年
末
一
時
金
闘
争
を
単

産
・
地
域
で
強
め
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
底
上
げ
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

25ざすし単を

方
改
革

働
き
方
改
革
関
連
法
案
は
労
働

働
き
方
改
革
関
連
法
案
は
労
働

時
間
規
制
を
根
本
か
ら
破
壊

時
間
規
制
を
根
本
か
ら
破
壊

倍
首
相
は

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」ス
タ
ー
ト

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」ス
タ
ー
ト

最
賃
引
き
上
げ
で
約

最
賃
引
き
上
げ
で
約
1414
％％

の
労
働
者
の
賃
金
に
影
響

の
労
働
者
の
賃
金
に
影
響

「
残
業
代
ゼ
ロ
」

「
残
業
代
ゼ
ロ
」

「
過
労
死
ラ
イ
ン
合
法
化
」

「
過
労
死
ラ
イ
ン
合
法
化
」

3000万筆目標で3000万筆目標で
統一署名はじまる統一署名はじまる

10月３日（火）午後６時30分～
ラボール京都第８会議室
講師　中村和雄弁護士

主催　労働法制京都連絡会

許すな！「残業代ゼロ」許すな！「残業代ゼロ」
「過労死ライン合法化」「過労死ライン合法化」

８時間働けば、８時間働けば、
ふつうに暮らせる賃金とふつうに暮らせる賃金と

ワークルールをワークルールを

「働き方改革」問題学習
決起集会

中村和雄弁護士
ご参加をよびかけますご参加をよびかけます


